
森の語り場～森林・里山整備ステップアップ講習会＆交流会～ 

 

日時：2026年３月 13日（金）15時00分～16時30分 

場所：スペースアルファ三宮 

出席者：２８名 

主催：神戸市地域協働局地域活性課 

 

〇当日のプログラム 

１．あいさつ 

黒田 慶子 神戸市副市長 

 

２．講演１ テーマ「竹林管理マニュアル活用ガイド」 

菊川 裕幸 

神戸学院大学現代社会学部現代社会学科 講師 

 

３．講演２ テーマ「森林・里山の管理と『こうべ森と木のプラットフォーム』との連携」 

堀田 佳那 

こうべ森と木のプラットフォーム事務局 （公財）ひょうご環境創造協会      

 

４．交流・情報シェアタイム 

 

〇以下、質疑応答概要（Q：参加者様 A：登壇者） 

 Q：枯れた竹はそのまま放置していてよいか？ 

 A：伐採した方がよい。 

 Q：竹も木も伐採したら、大量に出る、大量に使える方法と考えるとチップだと思う、家具等は遠いイメージ

がする。 

 A：使えるところは活用していく、そういうつながりもできつつある、伐る前から相談というもの大切。 

Q：これまでPFとして関わり、売却事業として上手くいった事例はある？ 

A：いくつも事例はある。例えば、伐採した丸太を売り手に繋げて売却し、その際の収入は所有者が受け取

り、今後の活動の資金にしてもらう取り組みが昨年度あった。 

 

〇その他 

 交流・シェアタイムでは、登壇者も含め参加者同士の活発に情報交換等がなされた。 
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以上 


